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3月   5日 第５グループ
　　　　  インターシティミーティング
　　　　  於 東武バンケットホール上尾
3月   6日 例会日時変更
3月 13日 卓話
　　　　  吉野丈朗会員
　　　　  「最近の葬儀事情」
3月 19日 観劇「鳳凰祭三月大歌舞伎」
　　　　 於 歌舞伎座（銀座）
　　　　 （例会場・日時変更）
3月 27日 テーブルディスカッション
　　　　 「クラブの活性化について」　　
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　本日は国際ロータリー第2770地区国際奉仕委員会委員大東悦巳様、ようこそ
おいで頂きありがとうございます。
　土曜日の大雪に皆さんどの様にすごされましたでしょうか。雪かきで、身体
中が痛くなった方もいらっしゃると思います。この時期になりますと、北海道
の海岸には流氷の接岸の知らせも届きます。今日は、流氷について調べてみま
した。2月9日の報道で網走地方気象台は、オーホーツク海の流氷が接岸し、船
舶が航行できなくなる「流氷接岸初日」を網走市で観測したと発表しました。
平年より7日遅く、昨年より23日遅いようです。今年は冬型の気圧配置が持続せ
ず、北からの強い風があまり吹かなかったため流氷の南下が遅れたと言うこと
です。オホーツク海の流氷は、アムール川から大量の真水が流れ込んで塩分が
低くなった海水が凍り、凍る.過程で塩分が排出されたものと言われます。また
、オホーツク海の入口には千島列島とつながる海底山脈があるため海底では太
平洋とさえぎられています。この構造のため、海底から深度50ｍ付近までが塩
分濃度の違いによって密度の異なる層となっています。これにより深いところ
は密度が高いため、深さ50ｍまでが氷結温度に達すると凍ることになります。
　また、網走市とほぼ同じ緯度にある都市は、ミラノ、サンマリノ、モナコ、
オタワ、ミシガン湖などがあり、想像以上に南にあります。
そして、流氷には植物プランクトンが付着していて、春になると一気に増え、
これを餌にして動物プランクトンやオホーツク海の漁場は豊かになります。ま
た、流氷に乗ってアザラシやオオジロワシやキタキツネなどがシベリアからや
ってきます。
気象庁の解説によれば千島列島に沿って南下して日本の東まで達する寒流親潮
（千島海流）と呼びます。日本の南を流れる暖流黒潮と三陸沖でぶつかります
。親潮の名は、栄養塩が多く、魚類や海藻類を養い育む親にあたることから由
来すると言われています。黒潮が青や紺色しているのに対して、親潮は緑や茶
色がかった色をしています。北太平洋には北と南に大きな二つの循環がありま
す。北側のものは親潮を含むもので、反時計回りに流れていて、亜寒帯循環と
呼ばれています。南側のものは黒潮を含むもので、おおむね北緯40度以南を時
計回りに流れていて、亜熱帯循環と呼ばれています。亜寒帯循環はベーリング
海を出ると東カムチャッカ海流として千島列島沿いを南西に流れます。その一
部はオホーツク海に入り、オホーツク海を循環してウルップ海峡などから再び
太平洋に出ます。そのとき、千島列島沿いをそのまま南西に流れてきたものと
、海水の交換、混合が起こり、親潮が生成されます。ウルップ海峡から流れだ
す海流は、海洋及び天候に大きな影響をもたらす重要な海峡です。この名前を
覚えて頂きたいと思います。

第２529回　例会
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ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を
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例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
例会場　東武バンケットホール４F（ポリアス）
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は金庫のみならず、セキュリティシステムの構築も業
務としています。その企業理念は「英知と創意で社会
に貢献できる明るく夢のある企業にしよう」だそうで
す。企業の社会貢献として「人と人のつながりを大切
にしたい。」と「抜萃のつゞり」寄贈と留学生と文化
事業に援助を行っています。何気なく読んできた「抜
萃のつゞり」にも、ロータリークラブの社会奉仕に繋
がる企業の伝統と理念を感じ、その文章を大事に読ま
させて頂こうと思いました。
　今回の抜萃の中で作家の内館牧子さんの朝日新聞の
記事の「一本の点滴より一口のスプーン」と言う文章
が心に残りました。自分が病気になって、体力が消耗
して全身の筋肉が落ちてスプーンさえ持てない時に医
師から言われた言葉に目覚めたこと。口から食べられ
る状態にある人は、口から食べることによって、体に
元気がもたらされること。口から食べることが命をつ
なぐことが書かれていました。
　この記事を読み、料理研究家の辰巳芳子さんの「い
のちのスープ」を思い出しました。脳血栓により食事
が困難になった父親のために介護食としてのスープを
作り続けたこと。父の死後も訪問介護クリニックでス
ープサービスを続けたこと。独自の流動食を提案して
いること。「命に直結した食の大切さ」を訴えられて
いること。
　一つの文章から、食事が出来ることの大切さを感じ
ました。皆様も健康である事とは何かを、お考え頂け
ればと思いました。
　以上をもちまして、会長挨拶とさせて頂きます。

第２530回　例会
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鴻巣ロータリークラブ合同例会
於：鴻巣市民活動センター

スマイルスマイル
関口会長　齋藤哲雄幹事　
齋藤博重副会長　萩原会員　
島村会員　長沼会員　斎藤修弘会員

鴻巣ロータリークラブさま、津田パストガバナー、
星野ガバナー補佐、ありがとうございました！

会長あいさつ

　合同例会の会長挨拶をさ
せて頂きます。国際ロータ
リー第2770地区パストガ
バナー津田健三様、ガバナ
ー補佐星野一雄様、本日は
お出で頂きありがとうござ
います。鴻巣ロータリークラブの会員の皆様、どうぞ
よろしくお願いします。また、福島会長、大島幹事の
お二人は、上尾ロータリークラブの1月の例会にご出
席頂きありがとうございました。
　今日は、「抜萃のつゞり」について調べてみました。
毎年恒例となって、頂いている小冊子です。株式会社
熊平製作所がの創業者熊平源蔵氏が昭和6年に創刊さ
れ、今年で「その七十三」となります。創業記念日の
1月29日に45万部発行し全国に寄贈されています。株
式会社熊平製作所は、明治31年に広島市で金庫の販売
修理を目的に創業しました。製造会社の株式会社熊平
製作所は資本金4億5千万円、従業員443名、売上高97
億円、販売会社の株式会社クマヒラは資本金4億5千万
円、従業員650名、売上高314億円の企業です。現在
 

関口　和夫会長

AGEO ROTARY CLUB

幹　事　報　告

　２月第2例会の幹事報
告を申し上げます。
◆お手元の資料の中に、
３月５日（水）午後４時
30分よりという
InterMeetingの資料が
入っているかと思います。皆様方のご出席をよろし
くお願いいたします。
◆２月１８日（火）は鴻巣ＲＣとの合同例会がござ
います。午後５時30分、上尾駅改札口前集合。皆様
方のご参加をよろしくお願いいたします。
◆２月１５～１８日まで、第24回上尾市障がい者作
品展示即売会が行われます。こちらもお手元に当番
表があると思いますので、お間違えのないように受
付当番をよろしくお願いいたします。
◆２月２７日、地区のロータリー財団の補助金管理
セミナーが行われます。古賀会員の出席となってお
りますのでよろしくお願いいたします。
◆３月２３日、ロータリーリーダーシップＲＩの
Part2の研修会が行われます。こちらは幹事である
私が出席いたします。
◆地区から、シドニー国際大会について、５月31日

齋藤　哲雄幹事

　改めましてこんにちは。
先月協議で提案していた
移動例会について、本日の
理事会の審議で通れば、３
月20日に公演される歌舞
伎を観劇したいと企画して
います。チケットが買取のため、手配をできるだけ早めよ
うと考え、審議前にご案内させていただきました。皆さま
ご出席のほどお願い申し上げます。

委員長報告
親睦活動委員会　古賀　昇委員長

ガバナーナイトのご案内が届いております。３月15
日までに地区に報告する必要がありますので、希望
者は幹事まで報告をお願いいたします。
◆国際大会の朝食会につきましても同様に案内が届
いております。
◆２月14日には第5グループの会長・幹事会が北本
市で行われます。
◆今月のロータリーレートは１０２円です。
◆会費についてまだお支払いいただいていない方は
納入をお願いいたします。
◆本日は例会終了後、理事会が行われます。
以上で幹事報告とさせていただきます。

第24回 上尾市障がい者作品展示即売会が開催されました！
平成26年2月15日（土）～18日の4日間、まるひろ百貨店6階特設会場で、クラブの
社会奉仕活動として、障がい者作品展示即売会が開催されました。初日はあいにく
の天候でしたが、トータルで大勢のお客様にご来場いただきました。受付当番にご
協力いただいた皆様、ありがとうございました。

AGEO ROTARY CLUB

大東様 卓話ありがとうございました。

第2770地区　国際奉仕委員会委員　大東悦巳様
国際奉仕プロジェクトについて

　世界理解月間ということ
で国際奉仕部門に卓話の
依頼をいただきありがとう
ございます。上尾RCは奉
仕の理念が高いクラブな
のかなと思っております。先
日のフィリピンでの台風では多大な義援金をお預かり
しましたことを改めてお礼申し上げます。義援金なので
公表されませんが20万円を超す金額は地区ナンバー１
です。本当にありがとうございました。
　本題に入らせていただきます。ロータリークラブは、現
在200以上の国、および地域に約3万3千のクラブ、そし
て120万人以上の会員がいます。我々ロータリアンの義
務は、ロータリーの目的を励行することです。第1はクラ
ブ奉仕、第2は職業奉仕、第3は奉仕の実践、そして第4
が国際奉仕の概念になります。
　社会奉仕・国際奉仕の考え方として、地域のロータリ
ークラブが事業を実践しないといけません。しかし、発
展途上国や開発途上国などでは国や行政がニーズを
満たすことができない、ロータリークラブがあっても資
金やマンパワーの不足で実践が不可能な場合がありま
す。その場合、援助を外国の地区やクラブに求めること
ができます。これが国際ロータリーでいう国際奉仕にな
ります。財団から補助金という制度がありますので、有
意義な事業には補助金が充てられます。
　2770地区の国際奉仕の状況ですが、タイ、ベトナム
を支援したり、上尾ＲＣさんではナイジェリアに保育器
を送るというプロジェクトがあるとお聞きしました。地区
の国際奉仕部門では渡邊ガバナーから、すべてのクラ
ブが国際奉仕を行ってほしいという方針を受け、国際奉
仕をやりたくてもノウハウがないクラブ向けとして、フィ
リピンの3800地区と連携して毎年数十件の案件を用
意し、各クラブに紹介しています。いわば国際奉仕初心
者コースの案件にあたります。
　フィリピンの人口は9,500万人ですが、そのうち１日２
ドル未満で暮らす人は40％となっています。830のロー
タリークラブがありまして2万2千人の会員がいらっしゃ
います。　フィリピンの現状では、小さな子どもが空腹を

まぎらわすためシンナーを吸っています。子どもたちは、
悪びれる様子もありません。母親もシンナーを吸ってい
ます。フィリピンでは宗教上の理由で中絶ができないの
で、障がいを持った人がたくさんいます。そして劣悪な環
境で、ストリートチルドレンという家を持たない子どもが
大勢いて、外で寝ている光景なども珍しくありません。道
路に勝手に家を建てるなども当たり前のようにあります
。インフラの整備が遅れているので、台風がくるとすぐに
洪水になりまして衛生環境もよろしくありません。
　年間数十のプロジェクトを3800地区から紹介され、
現地に視察に行くとウェルカムパーティーを開いてくれ
ます。春日部西ＲＣではスペシャルチルドレンに５台の
パソコンを贈呈しました。
　「食べる」ことも容易ではないフィリピンで、未就学児
は保健センターで給食をいただきます。ロータリアンは
この給食の場で、英語を教えていたりします。
　今年度まだ決まっていない案件では、赤十字社がレ
スキュー器具がほしいそうです。17万円のプログラムな
のですが、もしまだどちらかのクラブが手を挙げていた
だけると幸いです。
　最後にテレビやインターネットでさまざまな世界の情
報が閲覧できます。それを見て自分たちには何もできな
いとあきらめてしまったらそれでおわりです。私たちと同
じ目的・考えをもった人々が200以上の地域、120万人
以上います。2011年3月に私たち日本人も、与える側か
ら与えられる側になったことは記憶に新しく、この恩を
忘れてしまってはいけません。情報や経済のグローバル
化の中で地球は狭くなりました。世界の片隅でおきてい
ることはもはや他人事ではないのではないかと思います
。私たちロータリアンは世界の出来事に関心をもって相
互理解を進めていかなければなりません。百聞は一見
にしかずです。まずは行動をおこして素晴らしいロータ
リーライフを共に送っていただきたいことをお願いいた
します。

例会主題　卓話

出席　　会員数　　３５　　　出席数　　20
欠席　　欠席数　　15　　　（％）　　57.14
前々回確定　　　　　　　　　欠席数 　  0
修正（％）　     100.00　　　  （Ｍ・Ｕ）      0

スマイルスマイル 21,０００円


